
1目的

本制度は病院薬剤師の研修への意欲をさらに珊進させ､その倫理的および学問的水準を高め、国民の

厚生福祉に寄与することを｢1的とする。

2委員会

本生涯研修制度の基本的な』jド項に関しては、II本病院薬剤師会の生涯研修認定制度に蕪づき､細部

については本教育研修委貝会で検討し連用する。

3研修区分

(1)講習会･研修会･学会

ア本県病薬が企画立案し開催した識習会･研修会･学会

イ日病薬､各都道府県病薬、H薬､各都道府県薬、日本薬剤師研修センター､薬科大学･薬学部、

神奈川県､その他これに鯉ずるもの(公定書協会､JAPICなど)が主催･共催する講習会･研修会

ウ日病薬、I1本医療薬学会、日本薬学会、I1薬､各都道府県病薬､各都道府県薬、日本医学会関

連学会が主催･共催する学会などの学術集会

エその他医学･薬学関連の学術集会で､本県病薬が承認したもの

(2)実習研修

ア他医療･医薬関連施設の兄学･研修

イ実技を伴う研修会など

(3)グループ研修

薬局･薬剤部内､地域･職域などのグループによる勉強会で本県病薬が承認したもの

(4)自己研修

ア病院薬剤師業務､薬学､医学関連の雑誌･普籍などによる学習

イ視聴覚機器を利川した研修

(5)e－ラーニング

アインターネットによる脚己研修

(6)原稿の執筆

ア日病薬、日本医療薬学会、II本薬学会、各部道府県病薬、H薬､各都道府県薬､神奈川県など

の関連団体発行の雄雄･菩篤

イその他病院薬剤師業務･薬学･医学関連の雑誌･書籍

4評価(単位)基準

(1)講習会･研修会･学会【註】1日上限4単位､年間12単位以上

ア参加･聴講：30分O.25噸位

（般低30分以上)(l時間30分で0．75単位）

イ演者:IIEll単位加算

(2)実習研修：30分0．25単位

(3)グループ研修:30分0.25単位

(4)自己研修:1時llllO.25単位(年間5単位まで）

(5)e一ラーニング:30分0.25単位

(6)原稿の執筆：】報(11'|:)3単位(査読の有るもの）

l単位（査読の無いもの）

（共蒋者)1噸位

－2

旬

I

5研修会などの承認申請

本県病薬の承認が必要なものは､承認申請書を本会事務局教育研修委員会まで提出し､承認を受ける。

提出先：〒235-0007横浜市磯子区西町14－11神奈川県総合薬事保健センター406号

神奈川県病院薬剤師会事務局教育研修委員会宛

ア定期的に開催されるものは､前年度3月末日までに承認を申調する｡この承認の有効期間は2カ年

間とする。（生涯研修記録に綴じ込みの生涯研修単位認定研修会の承認申諭書を日本工業規格

A4にコピーして使用、2年ごとに更新）

イ不定期で開催されるものには､事前にその都度､承認を申謂する｡（生涯研修記録に綴じ込みの｢生

涯研修単位認定研修会の承認申請番｣(P13)を日本工業規格A4にコピーして使用）

6認定の申請

(1)申請単位

ア年間40単位以上を修得した場合､研修認定の申請ができる。

イ前年度未認定者に対し､研修区分(1)及び(2)の研修に限り、前年度の単位を認める。

(2)申請方法

ア申請は単年度(4月1日より翌年3月31日まで)単位とする。

生涯研修記録の生涯研修認定申請書に必要事項を記入の上､生涯研修記録を本会事務局教育研

修委員会に提出する｡非会員の場合は郵送のみとし､認定結果送付用として140円切手を貼った角形

2号封筒(A4クリアファイルが入る封筒に氏名･住所を記載)を同封のこと。

イ会員番号

①正会員は、日病薬誌の宛名ラベルに記載されている会員No.を右詰めで記入する。

ただし、「一ｶﾅ加は不要。

②非会員は､記載必要なし。

ウ施設コード

①賛助会員は､施設コード(賛○一○)あるいは個人コード(Z一○)を記入する。

②非会員は､記載必要なし。

(3)申謂期限

新年度の4月10日までとし､それ以降に申請されたものは受け付けない。

7認定証の発行

（1）正会員については､本教育研修委員会が日本病院薬剤師会に対し研修認定証の交付手続きをす

る。

(2)賛助会員､非会員については､神奈川県病院薬剤師会が研修認定証を発行する。

(3)費用は､会員は無料とし､非会員については実費とする。

(附則）

平成6年4月1日施行

平成9年4月1日改正

平成13年4月1日改正

平成17年4月1日改正

平成18年4月1日改正

平成22年4月1日改正

平成23年4月1日改正

平成24年4月1日改正

平成25年4月1日改正

平成26年4月1日改正
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